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どなたでも利用できます！ 青少年センター

青少年センターは、幼児から高齢者
までどなたでも利用できる施設です。
ぜひご利用ください！

「 青少年センターって、若い人しか利用できないの

ですか？」こんな声をたまに聞くことがあります。

いえいえ、そんなことはありません。もともとは若

い人の活動の場として建てられた施設ですが、現在は

幼児から高齢者まで幅広い年齢の方にご利用いただい

ています。

青少年センターは、スポーツ、音楽、趣味、研修な

どいろいろな利用ができます。施設内には 大小6つの

研修室、 体育室、 音楽室、 運動広場などがあり、あな

たの「やりたい」を応援します。また、就学前の子と

保護者が遊べる多目的室や、読書や学習ができる 図書

談話室もあります。そして、なんと、 宿泊棟も併設さ

れています。青少年団体や、スポーツ団体などの合宿

に最適です。

また、当センターでは年間を通して 40余りの主催講

座を延べ150回以上行っています。今年度は、大人向

けにヨガ、卓球、ズンバ、オカリナ、防災体験講座な

どのほか、夏休みには小学生向けの科学教室や和太鼓

などの講座を実施しました。講座の予定は「広報とよ

はし」をはじめ、当センターの情報紙やホームページ、

フェイスブック、インスタグラムで検索できます。

体育室

多目的室
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日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

休 ボ ヨ ヒ
8 9 10 ⑪ 12 13 14

休 ボ ヨ ヒ 休 休館日

15 16 17 18 19 20 21 ボ ボクシング・エクササイズ

休 ボ ヨ ヒ ヨ やさしいヨガ

22 ㉓ 24 25 26 27 28 ヒ ヒップホップダンス

バ 休 バ バスボムでリラックス

2　月

＊今年度の講座は、2月22日の「バスボムでリラックス」で終了です。

今後の予定

当センターロビーに２月から３月３日

まで「内裏雛人形」を飾っています。

来館の際にはぜひご覧ください。

和太鼓講座

図書談話室



豊橋市青少年センター
(指定管理者：愛知ネット・豊橋市シルバー人材センター共同

体）住 所 ： 〒441-8087 豊橋市牟呂町字東里26

電 話 ： 0532-46-8925 ＦＡＸ ： 0532-46-8975

電 話 ： ｉｎｆｏ＠ｔｏｙｏｈａｓｈｉ-ｙｃ．ｊｐ

開館時間 ： 9：00～22：00

休 館 日 ： 月曜日（祝日の場合はその翌平日）
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豊橋駅西口より
豊鉄バス牟呂循環線
「 西部団地」 下車、 徒歩２分

家電量販店

ホームセンター

1953年（昭和 28年） 2月1日、テレビの本放送が開始されました。その当時の受信

契約数はわずか900件弱。大卒の初任給が約 8000円の時代、 14インチの白黒テレビは

17万5000円だったそうです。初任給の 22倍ではなかなか庶民には手が届かず、都会

では街頭テレビに群がり、近所でテレビのある家に行って見せてもらうなんてことも

ありました。やがて一家に 1台、白黒からカラーへ、ブラウン管から液晶へと、量、

質ともに急速に発展していきました。そしてインターネットとの融合で可能性は無限

に広がることになりました。

「月光仮面」や「プロレス中継」などをワクワクしながら見ていた昭和 28年生まれ

の私は、まさにテレビの進歩と共に生きてきたんだな、と改めて実感しています。

豊橋市青少年センター センター長 川合基弘

青少年センターの図書談話室は、年間 5千人以上の

利用があり、その内 9割以上を中高生が占めています。

特に定期テスト前や受験シーズンになると、真剣な眼

差しで机に向かう学生の皆さんの姿が一段と増えます。

静かで落ち着いた空間の

中で、集中して学びに向き

合うその姿は、本当に力強

く、胸を打たれます。努力

を積み重ねる姿を見るたび

に、「どうかこの頑張りが

報われてほしい」と心から

願わずにはいられません。

目標に向かって歩むその姿勢は、誰が見ても誇らしく、

まっすぐで、輝いています。

どうか最後の一歩まで、自分を信じて進んでくださ

い。皆さんの努力が実を結ぶ瞬間を、心から応援して

います。

身近な防災お役立ち情報

これから始める防災
昨年12月7日に、危機管理教育研究所代表の国崎信江

さんと、薬剤師で防災救急士の川﨑仁敬さんの講演を行

いました。

国崎さんは、在宅避難の

メリットとデメリットを示

し、在宅避難に備えて 1カ月

に１つずつ防災の準備をして

いく「こつこつ防災」の勧め

と、そのために「 1年間の防災計画」を立てることの提

案がありました。また、小さいお子さんがいる家庭では

子ども用の爪切りや、その子にあった離乳食を用意して

おくことの必要性などを教えていただきました。

川﨑さんからは、避難時の主な健康リスクとして、高

血圧、便秘、睡眠不足があり、その対策として、切り干

し大根などの乾物、水煮のサバなどの缶詰、野菜ジュー

スなどの常温飲料、万能食材として冷凍バナナ等を備え

ておくとよいことが紹介されました。また、「お薬手帳

は命のパスポート」や、サプリメントの有効活用のお話

もありました。

日常の延長線上に防災への備えがあり、意識して小さ

なことを継続することの大切さを学ぶことができました。

今日からの防災に活かせれば幸いです。

青少年センターの施設紹介

受験生にエール！

落ち着い
て集中で
きる

22時まで使える

街中でつかいやすい

環境がとてもよい

今日の努力は、未来の自分からの贈りもの
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